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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電気的接触面を備えたドラムカートリッジにお
いて、電気的接触面の擦れを抑制する。
【解決手段】このドラムカートリッジ２は、ドラムフレ
ーム５０、感光体ドラム４０、メモリ７０、およびコイ
ルばね９０を備える。ドラムフレーム５０は、現像カー
トリッジ１を装着可能である。感光体ドラム４０は、第
１方向に延びる軸について回転可能である。メモリ７０
は、電気的接触面７１を有する。コイルばね９０は、電
気的接触面７１とドラムフレーム５０との間に位置する
弾性部材である。コイルばね９０は、第１状態と、電気
的接触面に交差する第２方向において第１状態よりも短
い第２状態と、の間で伸縮可能である。したがって、ド
ラムフレーム５０に対して電気的接触面７１が、第２方
向に移動可能である。これにより、画像形成装置へのド
ラムカートリッジ２の装着時に、電気的接触面の７１擦
れを抑制できる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現像カートリッジを装着可能なドラムフレームと、
　第１方向に延びる軸について回転可能な感光体ドラムと、
　電気的接触面を有するメモリと、
　前記電気的接触面と前記ドラムフレームとの間に位置する弾性部材であって、第１状態
と、前記電気的接触面に交差する第２方向において前記第１状態よりも短い第２状態と、
の間で伸縮可能であり、前記弾性部材が前記第２状態の場合の前記ドラムフレームと前記
電気的接触面との前記第２方向の距離は、前記弾性部材が前記第１状態の場合の前記ドラ
ムフレームと前記電気的接触面との前記第２方向の距離よりも短い、弾性部材と、
を備えることを特徴とする、ドラムカートリッジ。
【請求項２】
　請求項１に記載のドラムカートリッジであって、
　前記メモリは、前記ドラムフレームに対する前記現像カートリッジの交換可能回数を記
憶していることを特徴とする、ドラムカートリッジ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のドラムカートリッジであって、
　前記現像カートリッジは、メモリを備えることなく、
　前記第１方向に延びる軸について回転可能な第１ギアであって、外周部の一部分に第１
係合部を有する第１ギアと、
　前記第１方向に延びる軸について回転可能な第２ギアであって、前記第１係合部と係合
する第２係合部を有する第２ギアと、
を備えることを特徴とする、ドラムカートリッジ。
【請求項４】
　請求項３に記載のドラムカートリッジであって、
　前記第１係合部は、前記第１ギアの外周部の一部分に沿う複数のギア歯であることを特
徴とする、ドラムカートリッジ。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のドラムカートリッジであって、
　前記メモリは、前記現像カートリッジに収容される現像剤の量、前記現像剤により印刷
可能なドットカウント、および前記現像剤により印刷可能な印刷枚数、のうちの少なくと
も１つを記憶していることを特徴とする、ドラムカートリッジ。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のドラムカートリッジであって、
　前記電気的接触面は、前記ドラムフレームに前記現像カートリッジが装着された状態に
おいて、前記ドラムフレームの外表面に位置することを特徴とする、ドラムカートリッジ
。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載のドラムカートリッジであって、
　前記電気的接触面を保持するホルダ
をさらに備え、
　前記ドラムフレームおよび前記ホルダのいずれか一方は、爪を有し、
　前記ドラムフレームおよび前記ホルダの他方は、前記爪が嵌まる孔を有し、
　前記孔の前記第２方向の大きさは、前記爪の前記第２方向の大きさよりも、大きいこと
を特徴とする、ドラムカートリッジ。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載のドラムカートリッジであって、
　前記弾性部材は、コイルばねであることを特徴とする、ドラムカートリッジ。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載のドラムカートリッジであって、
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　前記感光体ドラムは、前記第１方向に対して交差する第３方向において、前記ドラムフ
レームの一方側の端部に位置することを特徴とする、ドラムカートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ドラムカートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、レーザプリンタ、ＬＥＤプリンタ等の電子写真方式の画像形成装置が知られてい
る。従来の画像形成装置については、例えば、特許文献１に記載されている。特許文献１
の画像形成装置は、現像カートリッジとドラムカートリッジとを有する。現像カートリッ
ジは、ドラムカートリッジに装着される。そして、現像カートリッジを装着したドラムカ
ートリッジが、画像形成装置に装着される。また、特許文献１の現像カートリッジは、Ｉ
Ｃチップを有する。ＩＣチップは、現像カートリッジに関する種々の情報を記憶する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１８－１８９７４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、現像カートリッジだけではなく、ドラムカートリッジにもＩＣチップを搭載する
ことが求められている。しかしながら、ドラムカートリッジにＩＣチップを搭載した場合
、画像形成装置の電気接点に対して、ドラムカートリッジのＩＣチップの電気的接触面を
接触させる必要がある。このとき、電気接点と電気的接触面との間に生じる圧力によって
、電気的接触面に擦れが生じる。
【０００５】
　本開示の目的は、電気的接触面を備えたドラムカートリッジにおいて、電気的接触面の
擦れを抑制できる技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願の第１開示は、ドラムカートリッジであって、現像カートリッジを装着可能なドラ
ムフレームと、第１方向に延びる軸について回転可能な感光体ドラムと、電気的接触面を
有するメモリと、前記電気的接触面と前記ドラムフレームとの間に位置する弾性部材であ
って、第１状態と、前記電気的接触面に交差する第２方向において前記第１状態よりも短
い第２状態と、の間で伸縮可能であり、前記弾性部材が前記第２状態の場合の前記ドラム
フレームと前記電気的接触面との前記第２方向の距離は、前記弾性部材が前記第１状態の
場合の前記ドラムフレームと前記電気的接触面との前記第２方向の距離よりも短い、弾性
部材と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　本願の第２開示は、第１開示のドラムカートリッジであって、前記メモリは、前記ドラ
ムフレームに対する前記現像カートリッジの交換可能回数を記憶していることを特徴とす
る。
【０００８】
　本願の第３開示は、第１開示または第２開示に記載のドラムカートリッジであって、前
記現像カートリッジは、メモリを備えることなく、前記第１方向に延びる軸について回転
可能な第１ギアであって、外周部の一部分に第１係合部を有する第１ギアと、前記第１方
向に延びる軸について回転可能な第２ギアであって、前記第１係合部と係合する第２係合
部を有する第２ギアと、を備えることを特徴とする。
【０００９】
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　本願の第４開示は、第３開示のドラムカートリッジであって、前記第１係合部は、前記
第１ギアの外周部の一部分に沿う複数のギア歯であることを特徴とする。
【００１０】
　本願の第５開示は、第１開示から第４開示のいずれか一開示のドラムカートリッジであ
って、前記メモリは、前記現像カートリッジに収容される現像剤の量、前記現像剤により
印刷可能なドットカウント、および前記現像剤により印刷可能な印刷枚数、のうちの少な
くとも１つを記憶していることを特徴とする。
【００１１】
　本願の第６開示は、第１開示から第５開示のいずれか一開示に記載のドラムカートリッ
ジであって、前記電気的接触面は、前記ドラムフレームに前記現像カートリッジが装着さ
れた状態において、前記ドラムフレームの外表面に位置することを特徴とする。
【００１２】
　本願の第７開示は、第１開示から第６開示のいずれか一開示のドラムカートリッジであ
って、前記電気的接触面を保持するホルダをさらに備え、前記ドラムフレームおよび前記
ホルダのいずれか一方は、爪を有し、前記ドラムフレームおよび前記ホルダの他方は、前
記爪が嵌まる孔を有し、前記孔の前記第２方向の大きさは、前記爪の前記第２方向の大き
さよりも、大きいことを特徴とする。
【００１３】
　本願の第８開示は、第１開示から第７開示のいずれか一開示のドラムカートリッジであ
って、前記弾性部材は、コイルばねであることを特徴とする。
【００１４】
　本願の第９開示は、第１開示から第８開示のいずれか一開示のドラムカートリッジであ
って、前記感光体ドラムは、前記第１方向に対して交差する第３方向において、前記ドラ
ムフレームの一方側の端部に位置することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本願の第１開示～第９開示によれば、ドラムフレームに対して電気的接触面が、第２方
向に移動可能である。これにより、電気的接触面の擦れを抑制できる。
【００１６】
　また、本願の第２開示によれば、画像形成装置の制御部が、ドラムカートリッジのメモ
リから現像カートリッジの交換回数を読み出すことで、現像カートリッジの交換回数を管
理できる。
【００１７】
　また、本願の第３開示によれば、画像形成装置の制御部が、第１ギアの回転を検出する
ことにより、現像カートリッジが新品であるか否かを検知できる。
【００１８】
　また、本願の第５開示によれば、画像形成装置の制御部が、ドラムカートリッジのメモ
リから、現像カートリッジに収容される現像剤の量、現像剤により印刷可能なドットカウ
ント、または現像剤により印刷可能な印刷枚数を読み出して、現像カートリッジの交換時
期を通知することができる。
【００１９】
　また、本願の第７開示によれば、ホルダの第２方向の移動が制限される。したがって、
ドラムフレームからホルダが脱落することが防止される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】画像形成装置の概念図である。
【図２】現像カートリッジおよびドラムカートリッジの斜視図である。
【図３】現像カートリッジが装着されたドラムカートリッジの斜視図である。
【図４】現像カートリッジが装着されたドラムカートリッジを、第１方向の一方側から視
た図である。
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【図５】ギア部に含まれる第１ギアおよび第２ギアの平面図である。
【図６】メモリ、ホルダ、コイルばね、およびドラムフレームの分解斜視図である。
【図７】メモリ、ホルダ、コイルばね、およびドラムフレームの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本開示の好適な実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
【００２２】
　なお、以下では、感光体ドラムの回転軸が延びる方向を「第１方向」とする。また、電
気的接触面に交差する方向を「第２方向」とする。また、ドラムフレームにおいて、感光
体ドラムが位置する端部と他方側の端部とが並ぶ方向を「第３方向」とする。第１方向と
第２方向とは、互いに交差（好ましくは直交）する。第２方向と第３方向とは、互いに交
差する。第３方向と第１方向とは、互いに交差（好ましくは直交）する。
【００２３】
　＜１．画像形成装置の構成＞
　図１は、画像形成装置９００の概念図である。この画像形成装置９００は、電子写真方
式のプリンタである。画像形成装置９００の例としては、レーザプリンタまたはＬＥＤプ
リンタが挙げられる。図１に示すように、画像形成装置９００は、本体フレーム９１０、
制御部９２０、４つの現像カートリッジ１、および４つのドラムカートリッジ２を有する
。
【００２４】
　本体フレーム９１０は、４つのスロット９１１を有する。４つのスロット９１１は、第
２方向に間隔をあけて配列されている。１つの現像カートリッジ１は、１つのドラムカー
トリッジ２に装着される。１つの現像カートリッジ１が装着された１つのドラムカートリ
ッジ２は、１つのスロット９１１に装着される。したがって、本体フレーム９１０には、
１つの現像カートリッジ１が装着された１つのドラムカートリッジ２を、４組装着可能で
ある。
【００２５】
　４つの現像カートリッジ１は、互いに異なる色（例えば、シアン、マゼンタ、イエロー
、およびブラックの各色）の現像剤を収容する。画像形成装置９００は、現像カートリッ
ジ１から供給される現像剤（例えば、トナー）により、印刷用紙の印刷面に画像を形成す
る。ただし、本体フレーム９１０に装着可能なドラムカートリッジ２の数は、１～３つで
あってもよく、５つ以上であってもよい。
【００２６】
　制御部９２０は、例えば、回路基板により構成される。制御部９２０は、ＣＰＵ等のプ
ロセッサおよび各種のメモリを有する。制御部９２０は、プログラムに従ってプロセッサ
が動作することにより、画像形成装置９００における諸処理を実行する。
【００２７】
　４つのドラムカートリッジ２は、それぞれ、メモリ７０を有する。メモリ７０は、情報
の読み出しおよび書き込みが可能な記憶媒体である。本体フレーム９１０のスロット９１
１にドラムカートリッジ２が装着されると、メモリ７０と制御部９２０とが、電気的に接
続される。
【００２８】
　＜２．現像カートリッジについて＞
　図２は、現像カートリッジ１およびドラムカートリッジ２の斜視図である。図３は、現
像カートリッジ１が装着されたドラムカートリッジ２の斜視図である。図４は、現像カー
トリッジ１が装着されたドラムカートリッジ２を、第１方向の一方側から視た図である。
図２および図３に示すように、現像カートリッジ１は、ケーシング１０、現像ローラ２０
、およびギア部３０を有する。
【００２９】
　ケーシング１０は、現像剤を収容可能な筐体である。ケーシング１０は、第１外表面１
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１と第２外表面１２とを有する。第１外表面１１と第２外表面１２とは、第１方向におい
て互いに離れている。ケーシング１０は、第１外表面１１と第２外表面１２との間で、第
１方向に延びる。ギア部３０は、第１外表面１１に位置する。ケーシング１０の内部には
、収容室１３が設けられている。現像剤は、収容室１３内に収容される。また、ケーシン
グ１０は、開口１４を有する。開口１４は、第３方向におけるケーシング１０の一端に位
置する。ケーシング１０の外部空間と、収容室１３とは、開口１４を介して連通する。
【００３０】
　現像ローラ２０は、第１方向に延びる回転軸について回転可能なローラである。現像ロ
ーラ２０は、ケーシング１０の開口１４に位置する。すなわち、現像ローラ２０は、第３
方向におけるケーシング１０の一端に位置する。現像ローラ２０は、ローラ本体とローラ
シャフトとを有する。ローラ本体は、第１方向に延びる円筒状の部材である。ローラ本体
の材料には、例えば、弾性を有するゴムが用いられる。ローラシャフトは、ローラ本体を
第１方向に貫通する円柱状の部材である。ローラシャフトの材料には、金属または導電性
を有する樹脂が用いられる。
【００３１】
　ローラ本体は、ローラシャフトに対して固定されている。また、ローラシャフトの第１
方向の一端は、ギア部３０に含まれる現像ローラギア３１に固定されている。したがって
、現像ローラギア３１が回転すると、ローラシャフトも回転し、ローラシャフトと共にロ
ーラ本体も回転する。
【００３２】
　なお、ローラシャフトは、ローラ本体を第１方向に貫通していなくてもよい。例えば、
ローラシャフトが、ローラ本体の第１方向の両端から、第１方向にそれぞれ延びていても
よい。
【００３３】
　また、現像カートリッジ１は、図示を省略した供給ローラを有する。供給ローラは、現
像ローラ２０と収容室１３との間に位置する。供給ローラは、第１方向に延びる回転軸に
ついて回転可能である。現像カートリッジ１が駆動力を受けると、ケーシング１０内の収
容室１３から、供給ローラを介して、現像ローラ２０の外周面に、現像剤が供給される。
その際、供給ローラと現像ローラ２０との間において、現像剤は摩擦帯電される。一方、
現像ローラ２０のローラシャフトには、バイアス電圧がかけられている。このため、ロー
ラシャフトと現像剤との間の静電気力によって、現像ローラ２０の外周面に、現像剤が引
き付けられる。
【００３４】
　また、現像カートリッジ１は、層厚規制ブレード２１を有する。層厚規制ブレード２１
は、現像ローラ２０の外周面に供給された現像剤を、一定の厚みに成形する。その後、現
像ローラ２０の外周面の現像剤は、ドラムカートリッジ２の後述する感光体ドラム４０へ
供給される。このとき、現像剤は、感光体ドラム４０の外周面に形成された静電潜像に応
じて、現像ローラ２０から感光体ドラム４０へ移動する。これにより、感光体ドラム４０
の外周面において、静電潜像が可視像化される。
【００３５】
　ギア部３０は、ケーシング１０の第１外表面１１に位置する。ギア部３０は、上述した
現像ローラギア３１を含む複数のギアと、トナーカップリング３２と、ギアカバー３３と
を有する。ギアカバー３３は、ケーシング１０の第１外表面１１に、例えばねじ止めで固
定される。複数のギアの少なくとも一部は、第１外表面１１とギアカバー３３との間に位
置する。トナーカップリング３２は、ギアカバー３３から露出する。画像形成装置９００
の本体フレーム９１０に、現像カートリッジ１が装着されたドラムカートリッジ２が装着
されると、画像形成装置９００のトナー駆動シャフトが、トナーカップリング３２に接続
される。そして、トナー駆動シャフトの回転が、トナーカップリング３２を介して、現像
ローラギア３１を含む複数のギアに伝達される。
【００３６】
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　なお、ギア部３０に含まれる複数のギアは、歯の噛み合いによって回転力を伝達するも
のであってもよく、摩擦によって回転力を伝達するものであってもよい。
【００３７】
　図５は、ギア部３０に含まれる第１ギア３４および第２ギア３５の平面図である。第１
ギア３４は、画像形成装置９００に対して現像カートリッジ１の情報を伝達するためのギ
アである。現像カートリッジ１の情報には、現像カートリッジ１が新品（未使用）の現像
カートリッジであるか、または、使用済みの現像カートリッジであるかの情報が含まれる
。また、現像カートリッジ１の情報には、現像カートリッジ１の仕様が含まれる。現像カ
ートリッジ１の仕様には、現像カートリッジ１内の現像剤の量、または、現像剤により印
刷可能な印刷枚数を示すイールド情報が含まれる。
【００３８】
　第１ギア３４は、第１方向に延びる回転軸について回転可能である。第１ギア３４は、
外周部の一部分に複数のギア歯３４１（第１係合部）を有する。ただし、第１ギア３４は
、外周部の他の部分には、ギア歯３４１を有さない。また、第１ギア３４は、検知突起３
４２を有する。検知突起３４２は、第１ギア３４の第１方向における一方側の面から第１
方向の一方側へ向けて突出する。また、検知突起３４２は、第１ギア３４の回転軸を中心
とする円弧状に延びる。
【００３９】
　第２ギア３５は、第１ギア３４と噛み合うことが可能なギアである。第２ギア３５は、
第１方向に延びる回転軸について回転可能である。第２ギア３５は、外周部の全周にギア
歯３５１（第２係合部）を有する。現像カートリッジ１が新品のときには、第１ギア３４
のギア歯３４１と第２ギア３５のギア歯３５１とが、係合している。
【００４０】
　新品の現像カートリッジ１が装着されたドラムカートリッジ２が、画像形成装置９００
の本体フレーム９１０に装着されると、トナーカップリング３２は、画像形成装置９００
のトナー駆動シャフトから駆動力を受ける。そうすると、トナーカップリング３２から伝
達される駆動力により、第２ギア３５が回転する。そして、第２ギア３５と共に第１ギア
３４も回転する。ただし、第１ギア３４は、外周部の一部分のみにギア歯３４１を有する
。このため、第１ギア３４が所定の角度だけ回転すると、第１ギア３４と第２ギア３５と
の噛み合いが外れ、第１ギア３４の回転が停止する。
【００４１】
　このように、画像形成装置９００において一旦使用された現像カートリッジ１では、第
１ギア３４と第２ギア３５との噛み合いが外れている。このため、一旦使用された現像カ
ートリッジ１を、本体フレーム９１０から取り外して、再度本体フレーム９１０に装着し
た場合には、第２ギア３５の回転が、第１ギア３４へ伝達されない。したがって、第１ギ
ア３４は回転しない。
【００４２】
　また、画像形成装置９００は、レバー９３０と光センサ９４０とを有する。レバー９３
０は、第１ギア３４の検知突起３４２と接触可能である。レバー９３０は、第１位置（図
５中の実線の位置）と、第１位置よりも第１ギア３４の回転軸から離れた第２位置（図５
中の二点鎖線の位置）との間で、第１方向に延びる回動軸について回動可能である。
【００４３】
　光センサ９４０は、レバー９３０の変位を検出し、検出信号を制御部９２０へ送信する
。光センサ９４０には、例えば、投光部と受光部とを有するセンサユニットが用いられる
。レバー９３０が第１位置にあるときには、投光部からの光は、レバー９３０に遮られる
ことなく、受光部に入射する。一方、レバー９３０が第２位置にあるときには、投光部か
らの光が、レバー９３０に遮られる。したがって、投光部からの光は、受光部に入射しな
い。このように、光センサ９４０は、受光部に入射される光の有無によって、レバー９３
０の位置が、第１位置および第２位置のいずれにあるかを特定できる。
【００４４】
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　制御部９２０は、光センサ９４０から得られる検出信号に基づいて、画像形成装置１に
装着された現像カートリッジ１が新品であるか否かを検出する。また、制御部９２０は、
検出信号の波形に基づいて、画像形成装置１に装着された現像カートリッジ１の仕様を検
出する。
【００４５】
　＜３．ドラムカートリッジについて＞
　図２～図４に示すように、ドラムカートリッジ２は、感光体ドラム４０、ドラムフレー
ム５０、ドラムカップリング６０，メモリ７０、ホルダ８０、およびコイルばね９０を有
する。
【００４６】
　感光体ドラム４０は、第１方向に延びる回転軸について回転可能なドラムである。感光
体ドラム４０は、第１方向に延びる円筒状の外周面を有する。感光体ドラム４０の外周面
は、感光材料に覆われている。ドラムカートリッジ２に現像カートリッジ１が装着される
と、感光体ドラム４０の外周面に、現像カートリッジ１の現像ローラ２０の外周面が、接
触する。
【００４７】
　ドラムフレーム５０は、第１サイドプレート５１と、第１サイドプレート５１よりも第
１方向の他方側に位置する第２サイドプレート５２と、を有する。感光体ドラム４０は、
第３方向におけるドラムフレーム５０の一方側の端部に位置する。より具体的には、感光
体ドラム４０は、第１サイドプレート５１の第３方向における一方側の端部と、第２サイ
ドプレート５２の第３方向における一方側の端部と、の間に位置する。感光体ドラム４０
は、第１サイドプレート５１および第２サイドプレート５２に対して、回転可能に支持さ
れる。
【００４８】
　また、ドラムフレーム５０は、現像カートリッジ１を装着可能である。具体的には、ド
ラムフレーム５０は、現像カートリッジ１が装着される凹部５３を有する。凹部５３は、
第１サイドプレート５１と第２サイドプレート５２との間、かつ、感光体ドラム４０より
も第３方向の他方側に位置する。
【００４９】
　ドラムカップリング６０は、感光体ドラム４０と共に回転可能な部材である。ドラムカ
ップリング６０は、ドラムフレーム５０の第１方向における一方側の外表面に位置する。
より具体的には、第１サイドプレート５１は、第３方向における一方側の端部に、円孔を
有する。そして、その円孔内にドラムカップリング６０が位置する。画像形成装置９００
の本体フレーム９１０にドラムカートリッジ２が装着されると、画像形成装置９００のド
ラム駆動シャフトが、ドラムカップリング６０に接続される。そして、ドラム駆動シャフ
トの回転が、ドラムカップリング６０を介して、感光体ドラム４０へ伝達される。
【００５０】
　メモリ７０は、ドラムカートリッジ２に関する種々の情報を記憶可能な記憶媒体である
。メモリ７０に記憶される情報には、例えば、ドラムカートリッジ２のシリアルナンバー
、感光体ドラム４０の累積回転数、感光体ドラム４０を用いた累積印刷枚数、ドラムカー
トリッジ２の適合機種、ドラムカートリッジ２の仕様、ドラムカートリッジ２が新品であ
るか否かを示す情報、ドラムカートリッジ２が純正品であるか否かを示す情報、およびド
ラムカートリッジ２に関するエラー履歴のうちの少なくとも１つが含まれる。また、メモ
リ７０は、ドラムフレーム５０に対する現像カートリッジ１の交換可能回数も記憶してい
る。
【００５１】
　なお、メモリ７０に、上述した累積回転数または累積印刷枚数が記憶される場合、画像
形成装置９００の制御部９２０は、印刷処理を実行する度に、メモリ７０に記憶された累
積回転数または累積印刷枚数を更新する。累積回転数または累積印刷枚数の更新は、０か
らのインクリメントであってもよく、所定値からのデクリメントであってもよい。
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【００５２】
　メモリ７０には、例えば、ＩＣチップが用いられる。メモリ７０は、導電性の電気的接
触面７１を有する。
【００５３】
　ホルダ８０は、メモリ７０を保持する部材である。ホルダ８０は、第１サイドプレート
５１の第３方向における他方側の端部に位置する。図６は、メモリ７０、ホルダ８０、コ
イルばね９０、およびドラムフレーム５０の分解斜視図である。図７は、図４のＡ－Ａ線
に沿ったメモリ７０、ホルダ８０、コイルばね９０、およびドラムフレーム５０の断面図
である。図６および図７に示すように、ホルダ８０は、第２方向の一端に保持面８１を有
する。メモリ７０は、保持面８１に保持される。例えば、メモリ７０は、保持面８１に接
着剤で固定される。したがって、メモリ７０の電気的接触面７１は、ホルダ８０の第２方
向における一方側の端部に位置する。ドラムフレーム５０に現像カートリッジ１が装着さ
れた状態においても、電気的接触面７１は、現像カートリッジ１に覆われることなく、ド
ラムフレーム５０の外表面に位置する。
【００５４】
　コイルばね９０は、第２方向に伸縮可能な弾性部材である。コイルばね９０は、第２方
向において、保持面８１とドラムフレーム５０との間に位置する。すなわち、コイルばね
９０は、第２方向において、メモリ７０の電気的接触面７１とドラムフレーム５０との間
に位置する。コイルばね９０の第２方向における一端は、ホルダ８０に接続されている。
コイルばね９０の第２方向における他端は、ドラムフレーム５０に接続されている。
【００５５】
　コイルばね９０は、第１状態と、第２方向において第１状態よりも短い第２状態との間
で、第２方向に伸縮可能である。コイルばね９０が第２状態の場合のドラムフレーム５０
と電気的接触面７１との第２方向の距離は、コイルばね９０が第１状態の場合のドラムフ
レーム５０と電気的接触面７１との第２方向の距離よりも、短い。すなわち、ホルダ８０
は、ドラムフレーム５０に対して、第２方向に移動可能である。ドラムフレーム５０に対
してホルダ８０が第２方向に移動すると、ホルダ８０と共に、メモリ７０の電気的接触面
７１も、ドラムフレーム５０に対して第２方向に移動する。
【００５６】
　また、図６および図７に示すように、ホルダ８０は、第１孔８２および第２孔８３を有
する。第１孔８２は、ホルダ８０の第１方向における一端に位置する。第２孔８３は、ホ
ルダ８０の第１方向における他端に位置する。第１孔８２および第２孔８３は、貫通孔で
あってもよく、凹状の溝であってもよい。一方、ドラムフレーム５０は、第１爪５４およ
び第２爪５５を有する。第１爪５４は、ドラムフレーム５０から第２方向の一方側へ向け
て延び、その先端が第１方向の一方側へ向けて突出する。第２爪５５は、ドラムフレーム
５０から第２方向の一方側へ向けて延び、その先端が第１方向の他方側へ向けて突出する
。第１爪５４の先端は、第１孔８２に嵌まる。これにより、第１爪５４が第１孔８２に係
合する。第２爪５５の先端は、第２孔８３に嵌まる。これにより、第２爪５５が第２孔８
３に係合する。第１孔８２の第２方向の大きさは、第１爪５４の第２方向の大きさよりも
、大きい。第２孔８３の第２方向の大きさは、第２爪５５の第２方向の大きさよりも、大
きい。
【００５７】
　コイルばね９０が上述した第１状態の場合、第１爪５４は、ホルダ８０の第１孔８２の
第２方向における他方側の縁に接触し、第２爪５５は、ホルダ８０の第２孔８３の第２方
向における他方側の縁に接触する。これにより、ホルダ８０の第２方向における他方側へ
の移動が制限される。したがって、ドラムフレーム５０からホルダ８０が外れることが防
止される。また、コイルばね９０が上述した第２状態の場合、第１爪５４は、ホルダ８０
の第１孔８２の第２方向における他方側の縁から離れ、第２爪５５は、ホルダ８０の第２
孔８３の第２方向における他方側の縁から離れる。
【００５８】
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　なお、第１爪および第２爪は、ホルダ８０が有していてもよい。その場合、ドラムフレ
ーム５０が、第１爪が嵌まる第１孔と、第２爪が嵌まる第２孔と、を有していればよい。
すなわち、ドラムフレーム５０およびホルダ８０のいずれか一方が、爪を有し、ドラムフ
レーム５０およびホルダ８０の他方が、爪が嵌まる孔を有していればよい。
【００５９】
　図１に示すように、画像形成装置９００は、導電性の電気接点９５０を有する。電気接
点９５０は、制御部９２０と電気的に接続されている。現像カートリッジ１が装着された
ドラムカートリッジ２が、画像形成装置９００の本体フレーム９１０に装着されると、メ
モリ７０の電気的接触面７１が、電気接点９５０に接触する。これにより、制御部９２０
が、電気接点９５０および電気的接触面７１を介して、メモリ７０と電気的に接続される
。したがって、制御部９２０は、メモリ７０からの情報の読み出しおよびメモリ７０への
情報の書き込みの、少なくともいずれか一方を行うことが可能となる。
【００６０】
　メモリ７０の電気的接触面７１が、電気接点９５０と接触する際に、コイルばね９０は
、上述した第１状態から第２状態へ縮む。そして、ドラムフレーム５０に対して電気的接
触面７１が、第２方向の他方側へ移動する。すなわち、ドラムフレーム５０と電気的接触
面７１との第２方向の距離が短くなる。これにより、電気的接触面７１と電気接点９５０
との間にかかる圧力が低減される。その結果、電気的接触面７１の擦れが抑制される。
【００６１】
　現像カートリッジ１が装着されたドラムカートリッジ２が、本体フレーム９１０に装着
された後、画像形成装置９００は、感光体ドラム４０から現像ローラ２０を一時的に離間
させる離間動作を行う場合がある。離間動作時には、ドラムカートリッジ２のドラムフレ
ーム５０に対して、現像カートリッジ１のケーシング１０が、第３方向の他方側へ向けて
移動する。ただし、離間動作時においても、本体フレーム９１０に対するドラムフレーム
５０の位置は変化しない。したがって、電気接点９５０と電気的接触面７１の位置も変化
しない。このため、ドラムフレーム５０に対してホルダ８０が第３方向において移動可能
に構成されていなくても、離間動作時に、電気接点９５０と電気的接触面７１との間に擦
れは生じない。
【００６２】
　また、本実施形態では、ドラムカートリッジ２のメモリ７０に、ドラムカートリッジ２
に対する現像カートリッジ１の交換回数が記憶される。このため、現像カートリッジ１に
メモリが搭載されていなくても、制御部９２０は、ドラムカートリッジ２のメモリ７０か
ら現像カートリッジ１の交換回数を読み出すことができる。したがって、制御部９２０は
、現像カートリッジ１の交換回数を管理できる。
【００６３】
　また、ドラムカートリッジ２のメモリ７０は、現像カートリッジ１に収容される現像剤
の量、現像剤により印刷可能なドットカウント、および現像剤により印刷可能な印刷枚数
、のうちの少なくとも１つを記憶していてもよい。また、ドラムカートリッジ２のメモリ
７０は、現像ローラ２０の累積回転数、現像ローラ２０を用いた累積印刷枚数、および現
像ローラ２０による累積ドットカウント、のうちの少なくとも１つを記憶していてもよい
。その場合、画像形成装置９００の制御部９２０は、印刷処理を実行する度に、メモリ７
０に記憶された累積回転数、累積印刷枚数、または累積ドットカウントを更新する。累積
回転数、累積印刷枚数、または累積ドットカウントの更新は、０からのインクリメントで
あってもよく、所定値からのデクリメントであってもよい。このようにすれば、現像カー
トリッジ１にメモリが搭載されていなくても、制御部９２０は、ドラムカートリッジ２の
メモリ７０に記憶された情報に基づいて、現像カートリッジ１の寿命を判定できる。した
がって、制御部９２０は、現像カートリッジ１の交換時期を通知することができる。
【００６４】
　＜４．変形例＞
　以上、本開示の一実施形態について説明したが、本開示は上記の実施形態に限定される
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ものではない。
【００６５】
　上記の実施形態では、ホルダ８０の外表面に、電気的接触面７１を有するメモリ７０が
固定されていた。しかしながら、ホルダ８０の外表面に、電気的接触面７１のみを配置し
、メモリ７０の電気的接触面７１以外の部分は、ドラムカートリッジ２の他の位置に配置
されていてもよい。
【００６６】
　また、上記の実施形態では、弾性部材としてコイルばね９０を使用していた。しかしな
がら、コイルばね９０に代えて、板ばね、トーションばね、ゴムなどの他の種類の弾性部
材が使用されていてもよい。
【００６７】
　また、上記の実施形態では、現像カートリッジ１が現像ローラ２０を備えていた。しか
しながら、現像カートリッジ１が現像ローラ２０を備えておらず、ドラムカートリッジ２
が現像ローラ２０を備えていてもよい。
【００６８】
　また、現像カートリッジ１、ドラムカートリッジ２、および画像形成装置９００の細部
の形状については、本願の各図に示された形状と相違していてもよい。また、上記の実施
形態や変形例に登場した各要素を、矛盾が生じない範囲で、適宜に組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００６９】
　１　現像カートリッジ
　２　ドラムカートリッジ
　１０　ケーシング
　２０　現像ローラ
　３０　ギア部
　４０　感光体ドラム
　５０　ドラムフレーム
　５４　第１爪
　５５　第２爪
　６０　ドラムカップリング
　７０　メモリ
　７１　電気的接触面
　８０　ホルダ
　８２　第１孔
　８３　第２孔
　９０　コイルばね
　３４１　ギア歯
　３５１　ギア歯
　９００　画像形成装置
　９１０　本体フレーム
　９２０　制御部
　９５０　電気接点
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